
374 
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354 

323 

342 348 352 

241,453 

226,482 
216,548 

210,402 
205,070 

192,109 

180,797 

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

加入者数と保険給付費の推移

保険給付費総額（億円） 加入者（被保険者、被扶養者）(人）

318,246 320,089 

296,521 

317,483 

339,472 

358,870 

2018 2019 2020 2021 2022 2023

保険給付費被保険者一人当たり額

+6.9％

+7.1％

▲7.4％

+0.6％

+5.7％

富士通健康保険組合決算のご案内

※1 病院で支払う本人窓口負担以外（７割等）や、
病気やケガ・出産時等の給付金

※2 全国の高齢者の医療費を支えるために国へ拠出
（前期高齢者納付金、後期高齢者支援金等）

2023年度

■決算の状況
● 健康保険

2023年度決算は、収入666億円、支出660億円、収支差引＋６億円となりました。

〔年間平均被保険者数：98,166人（前年差▲4,277人）〕

健康保険料（調整保険料含む）

653億円

98%

補助金、交付金等

13億円

2%

保険給付費※１

352億円

53%

拠出金※２

253億円

38%

保健事業費

35億円

5%

財政調整事業拠出金

10億円

2%

事務所費他

10億円

2%

収入：６６６億円 支出：６６０億円

収入：保険料率は88‰を維持し、収入合計は666億円

でした（前年度差、以下同 ＋3億円）。

保険料収入は、被保険者一人当たりの報酬額が

増加したものの、被保険者数減少の影響が大きく、

保険料収入は微増の653億円（＋2億円）となりました。

＜保険給付費一人当たり額について＞

コロナウイルス感染症の流行が始まった2020年以降、

被保険者一人当たり額（＝保険給付費総額/被保

険者数）が大きく上昇しています（下グラフ参照）。

（年度）

（円）

（年度）

支出：支出合計は660億円でした。（+14億円）各支出については以下の通りです。

＜保険給付費総額の推移について＞

保険給付費総額は加入者数（被保険者、被扶養者）

の減少により、年々低下していましたが、2020年度以降

は上昇に転じていて、今後の動向について見通しが難しい

状況です。（下グラフ参照）

コロナウイルス
感染症流行

【保険給付費】



富士通健康保険組合では、今後の収支状況について引き続き注視いたします。

また、各種保健事業を行っています。みなさまご自身とご家族の健康増進にぜひお役立てください。

       詳細は健保HPをご覧ください https://kenpo.jp.fujitsu.com/index.html

● 介護保険

2023年度介護保険料率は前年度と同率の17.6‰で、収入は93億円、支出（介護納付金等）は92億円、

収支差引+１億円となりました。

収支差引：支出は前年度より増加した一方で、収入は一定の水準を維持した結果、収支差引は６億円の黒字

（▲11億円）となりました。

拠出金は、計253億円でした。 2022年度の支出が比較的抑制されていたため、前年度差＋9億円でした。

保健事業費等のその他支出は、加入者数減少等の影響で前年度差▲1億円の計55億円となりました。

【拠出金 その他】

https://kenpo.jp.fujitsu.com/index.html
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